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小谷仲男
私は長年ガンダーラ仏教美術の研究を続けてきました。私のとりえとすると
ころは，現地で発掘調査に従事してきたことです。1960年から1989年まで断続
的でありましたが，パキスタンとアフガニスタンで仏教寺院』上を発掘し，石積
の建築遺構を明らかにし，そこから出土する多くの彫刻，貨幣，碑文その他の
遺物を取り上げてきました。玄英三蔵がガンダーラ（健駄錘）国と呼んだとこ
ろは現在のパキスタン北部，カーブル川とスワト川，それにインダス川に囲ま
れた平野であり，いわば主都ペシャーワルを扇の要として北に広がる地域であ
ります。私たちはそこで三箇所のガンダーラ寺院を発掘しました。最初にメハ
サンダ，そしてタレリ，最後にラニガトの遺跡です。そのなかでもラニガト遺
跡は最も規模の大きなものであり，また私たちもそれまでの発掘経験を生かし
て最も効果的に調査できました。そこで今日はそのラニガトの発掘から話をは
じめたいと思います。
fig.1これがラニガト遺跡
の全景です。とはいってもこの
画面に収まりきらない西南仏塔，
大小の仏塔群が集中する西北丘
が別にあり，ラニガト遺跡その
ものは非常に広大なものです。
ここに見えるのはラニガトの中
心の仏塔とそれを取りまく小塔
fig.1ラニガトRanigat遺跡全景
群，回廊，祠堂列の区域であり1984-1989年発掘調査
蕊
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ます。
最近，ショペン(GSchopen)教授が従来の常識を破って出家者が葬送行為
を行っていたことを律文や碑銘から明らかにし，インド，ガンダーラの仏教遺
跡に残る小塔群は比丘たちが亡き師僧のために営んだ墓塔(stupatomb)の集
合であると主張しました(Schopenl994:273-279)。ラニガト遺跡の発掘中，小
塔群を漠然と信者たちの奉納する供養塔(votivestupa)と考えていた私には耳
の痛い話でした。主塔を囲む塔院は信者が訪れる礼拝場所であると|司時に高僧
たちの墓地でもあったと考えなおしてみますと，確かにラニガト遺跡の場合に
も，説明しやすい点が出てきます。
fi9.2,3これは主塔階段の直下と回廊に続く床面です。そこにまだ部分的
に敷石が残っております。敷石の表面に小さな孔が一面に穿たれているのがお
分かりになるとおもいます。その孔には貨幣が一枚ずつ埋め込まれていました。
現在はほとんど空孔になっていますが，幸い一部残っていました。緑がかった
敷石に銅貨が錆びて同じ色，いわば保護色となって盗掘者の目を逃れたのでし
ょう。残存の貨幣は14枚，ヴァースデーヴ
頚
ァ王のものが8枚，フヴイシュカ王が3枚，
その他の王3枚でした。ヴァースデーヴァ
王のものが一番数多く，しかも最も年代の
新しいものですので，敷石に貨幣が埋め込
fi9．2主塔階段の直|<敷石
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fi9．3 敷石に埋め込まれた貨幣
Vasudeva8枚
HLIvishka3枚
その他3枚
まれた時期に最も多く流通していたと考えられます。したがってたぶん敷石が
しかれた時期はそのヴァー スデー ヴァ王の治世(ca203-241AD)であったと
推定できます。fig、2の画面には3時期の建築過程が示されています。まず，
敷石の下には岩盤を削平した作った最初の床面（漆喰塗り）があります（寺院
創建期)。つぎにその上に敷石を敷いた時期があります（寺院改修期)。さらに
敷石の上に奉納台を作り，階段側壁にストゥコの菩薩像を飾りつけた時期があ
ります（寺院末期)。考古学でいえば3期の層位です。そのうちの第2期の敷
石から貨幣が原位置で見つかり，この層位の年代決定に手がかりを与えてくれ
ます。少なくとも第2期の敷石年代を200A.D頃と推定できます。しかしなぜ
敷石に貨幣を埋め込んだのでしょうか。小孔はこの周辺だけでも180個以上あ
りました。私はここにある小塔群を長老の墓塔と考えるようになってから，死
者にたいする葬送儀礼に伴う貨幣ではないかと考えました。あの世へ渡るとき，
渡守に支払う渡し賃であると。（日本の六道銭の習俗，ギリシア・ローマの
CharOn'sobOl参照)。しかしそれは俗人についてであり，凡僧はともかく聖僧の
墓塔にはふさわしくないと考えるようにな
蕊
りました。
fig.4これがラニガト仏塔正面の平面
図です。階段正面には敷石がいくらか残り，
また塔院を限る壁が前方にあります。そし
て階段に面したところが塔院入口です。そ
こに岩盤をくりぬいた穴がありました。長
さ2m,幅80cm,深さ60cm･底までさらえ
ても何も見つかりませんでした。私たちは
冗談で落とし穴と呼んでいました。確かに
危険なので，すぐに埋め戻してしまいまし
た。しかし今考えると，墓坑ではなかったfi9.4ラニカト仏教遺跡
主塔と小塔群平面図
かと。クシヤン王かクシヤン貴族の遺骸を主塔基壇114×lOn，
ドラム径6m
寺院内に葬って，改めて床に敷石を引いて墓坑？2m×80cm，-60cm
(3)76
fi9.5ラニガト主塔（東南隅）
内部仏塔と周辺小塔
fig.6同上
墓坑を隠し，貨幣を処々に埋め
込んだのではないかと。ここで
はお見せしませんが，前壁の外
から等身大のクシャン王像まで
見つかっています（豪華なベル
トを付け，ブーツを履く姿，下
半身のみ)。
この問題はさておき,fi9.4
の平面図の主塔部分を見ていた
だくと，小塔の一部が主塔の基
壇で覆われているのがお分か
りかと思います。ある時期に
仏塔およびその基壇が拡張さ
れたためです。現在見える仏
塔の中により古い建造の仏塔
があるはずです。
fi9．5,6仏塔の頭が見え始
め，やがて背の高い古い塔の
全身が現れました。仏塔にも
fig.7主塔側面の小塔群の末期の姿です。
fig.81986年度の発掘のさい，大型出土彫刻を一堂に集めた写真です。
75（￥｝
11,恥L,ipiIUR”fIhcシ“j6母_i1．K”ソV牝、
潔蕊蕊議鷲霧
fi9.8ラニガト出土彫刻1986年
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fig.9ラニガト出土のカロシュ
刻文を発見したいものと思っていましたが， 文ティ刻文
カニシユカ紀元85年最後になって，ようやく85年（カニシュカ紀
(A.D.228)
元,228AD)と記したものを見つけました。85年……ウアースデーウア大
王天子に主要な功徳の配があ
fi9.10日本隊が発掘調査した3寺院趾りますように…
から見つかった貨幣と彫刻数の
一覧です。総合して考えると，
ガンダーラ彫刻（石彫）の大部
分はクシャン盛期のカニシュカ，
熊鵜
???〜? ???〜? ???〜? ???〜? ???〜? ??
合前1
(枚数．
1く1ﾘI
錺謝濁聯，押瑚Ilｴﾌﾀﾙソ母司･ﾊｰ〆壷JJウニシカ
メハサンダ
1962.63,（
11
?
1
?
’｜,’タレリ1963.64,67 q71 8
ラニガト
1984，86，89 '21u15 1 11
??。》
乙。
フヴィシュヵ，ヴァー スデー ヴラニカトおよびその他のｶﾝダｰ ﾗ寺院趾出土の貨幣一覧表
葱へ壹建”,淵1'脇
メハサンダ1,006(24）3,097(76）
タレリ3,051(79）805(21），
ラーガ|、3.069(84）529(14）!
????ー????、????
fi彫
（％）ァ時代に製作され，古い作品は
初期クシヤン時代の100年頃にさ
かのぼるでしょう。ストゥコつ
総点数
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まり塑像は後期クシヤン朝，クラニカトおよびその他のｶﾝダｰ ﾗ寺院趾出土の彫刻数一覧表
シャノ．ササン朝の貨幣と同時fig.10日本隊によるガンダー ラ仏教寺院趾の
発掘一出土貨幣と彫刻の年代
代(ca300～400AD),その頃に石
彫にかわって流行したと推定できます。450年頃にはガンダーラ仏教寺院は衰
退していきます。では，つぎから今日の本題に入ります。
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fi9.11ラニガト出土ブッダ坐像
高さ106cm
fi9.12坐仏台座の女神像
fi9.11これは1986年のラニガト発掘のと
きに見つかったブッダの坐像です。左胸部と
膝台座を残すのみのものです。結肋Ⅱ畉坐し
た右足が衣から露出しており，足裏には卍印
と三宝標識が刻まれております。この足跡を
拓本にとろうとしたとき，足の裏が決して平
板ではなく，紙がうまく張り付きません。土
踏まずなどの微妙な曲面が忠実に彫刻されて
おり，ガンダーラ彫刻の写実的なところを改
めて実感しました。足のサイズが28cmでした
から，この像の大きさは等身大か，ややそれ
より大きかったことがわかります。琴欧州の
足サイズは31cmだそうです。さて問題は台座
に見える彫刻です。
か菩薩です。特に上に表現され
る本尊の釈迦仏に対して，その
とが多く，このような仏教以外の神像が表現後継者の弥勒菩薩が表現されるこ
されるのは見たことがなく，一瞬ドキッとしたことを覚えています。
fi9.13クシヤン王朝の発行する貨幣は表面に王の肖像とその名前を記し,
裏面には守護神を表現します。守護神にヴァライェテイがあることはよく知ら
れています。イラン系の神，ギリシア・ローマ系の神，インド系の神など，そ
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の中に数少ないですがブ
ッダ，そして弥勒仏も表
現されています。ラニガ
ト坐仏の女神像はクシャ
ン金貨に表現されたナナ，
あるいはナナイアと呼ば
れるメソポタミア起源の
女神に相当すると思われ
ます。ナナは月神シンの
娘，太陽神シャムスの妹
といわれ(Azarpail988:
536)，また狩猟の神とし
でライオンに乗ることも
あります。ラニガトのナ
ナもライオンに腰かけて
いるようです。
fi9.14ラニガト坐仏
台座の私の書き起こし図
です。
fi9.15ガンダーラ坐
仏の台座はこのように菩
薩坐像図が一般的です。
鍵磯 ：§覇 ヌ
…彦声
fig.13(右）
ラニカ
（左）
ナナ女神像
卜出土坐仏1986年高55cm幅44cm
クシヤン金貨(Huvishka)7.99,
d.2.0cm
ノ
10cm
fig.14GoddessNanaonalioninthebanquetscene
onthefrontofthebaseoftheseatedBuddhafrom
R5nigntライオンに乗るナナ女神と酒宴図
fi9.16礼拝の対象としてクシャン人の信仰する神とブッダ像がこのように
併置することは珍しく，また不思議な現象です。どのように説明したらよろし
いでしょうか。これがいわゆるカニシュカ舎利容器です。刻文にカニシュカの
名前が読み取れるので，そう呼ばれていました。しかしこの舎利容器とともに
フヴイシュカ王の銅貨が一緒に出土していたことが最近確かめられ，製作はカ
ニシュカ王死後，フヴイシュカ王の治世であります。花綱を担いでいるのはク
（7）72
fi9.15ブッダ坐像高さ75cm
サフリバロール出土
ペシャーワル博物館
fig.16カニシユカ舎利容器
高さ18cm,径12.7cm
Shah-jiki-dl,eri出土
ペシャーワル博物館蔵
シャン王カニシュカであり，その両脇からイラン神のミスラ（日神）とマオ
（月神）が見守っています。おそらくカニシュカ王の遺骨を中に入れ，王の霊
魂がブッダとクシャン人の神々に守護されて天国へ無事向かうようにとの願い
が込められていたのではないでしょうか。ラニガト坐仏の場合も同様に死者の
冥福を祈って，クシャン人の注文で製作されたものでしょうか。ただこのよう
な例は決して数多くないので，異例の表現であることには違いなく，クシャン
人固有の神々の信仰と仏教信仰との間に，ある種の折り合いをつける必要が仏
教側にも，クシヤン人側にも感じられたのではないでしょうか。
その結果についてお話しする前に，アフガニスタンのバーミアーン石窟の仏
教信仰のばあいについて考えてみたいと思います。
バーミアーン石窟の遠望です（写真省略)。玄英三蔵は東北に55mの大仏があ
り（左手)，王城の東には伽藍があり，伽藍の東に38m大仏がある（右手）と
述べています。
fi9.17バーミアーン55mの大仏です。岩の中につけられた階段で大仏の頭
の上にまで上れました。
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鼠歯
巡
fig､17バーミアーン55m大仏
1962年8月小谷搬影
fi9．18バーミアーン55m大仏
1960年10月小谷撮影
2001年3月に爆破されたあと
の大仏です（写真省略)。壁画も
ろともに崩れ落ちました。この
写真は中淳志『バーミヤン」
fi9.19バーミアーン55m大仏天井壁画（部
2002でみることができます。
分）
fi9.18剥落した天井中央部古典的唐草文様1962年8月小谷撮影
の壁画は弥勒菩薩の坐像（交脚）であったと考えます。
fi9.1955m大仏の天井壁画の一部です。楯拱形アーチに施された唐草に注
目してください。ブドウ葉形の古典的な唐草文に見えます。従来はバーミアー
ン石窟の年代決定の手がかりをグブタ式唐草に求めていました。fi9.20の三
葉形アーチにそれらが見えます。fig.21がその比較図です。私は大仏天井壁
画に存在した古典的な唐草から，大仏の創建年代は従来どおり，仏像のスタイ
ルから判定されていた400年頃でよいと考えます。もちろんバーミアーン石窟
の活動はその後も続き，新しく開削された石窟や修復された石窟にはインド，
アジャンター石窟に見られるような華麗な6世紀グブタ式唐草が装飾されるこ
(9)70
可織
醗酬‘,平
滋蛾斑鍛蝿撫態
fig.20バーミアーン石窟F洞
グプタ式唐草文
1
抑IXI5バーミアーン石窟の唐草文様
11間（626)，2,窟(167)，355m大仏（620）
(1,2Tarzil977:p1.140,3小谷作図）
fig.21小谷仲男
「バーミアーン石窟と弥勒信仰」
『富|｣_|大学人文学部紀要』2002
とになります。将来バーミアーン石窟と周辺の発掘調査が進めば，バーミアー
ン石窟の編年もより正確になされるでしょう。最近，破壊された38m大仏の資
料を使って，キール大学がC14の測定をし，大仏の製作年代を510年頃と発表
しました。
fig,22これが38m大仏です。今は壁画もろともに爆破され仏籠を残すだけ
です。
fi9.23私の撮影した38m大仏の天井壁画です。中央に太陽円盤を背にした
太陽神，4頭立ての戦車で天空を駆けていきます。御者のほかに前方に武装し
た二人の女神が護衛します。左側，その護衛の頭上に烏の下半身に人間の上半
身を持った鳥人がごらんいただけるでしょうか。左にも存在しましたが，ほと
んど剥落しています。
この鳥人はかつてインド的に音楽を奏でるキンナラと解釈していたのですが，
この鳥人は楽器ではなく松明を手に持っています。ソグド美術の研究者B
Marshakはバーミアーンの鳥人の写真をみて，鳥人はゾロアスター教司祭が
身に付ける毛髪を包むl帽子，香油を注ぐ杓子，マスクをつけていると判定して
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fig.22バーミアーン38m大仏
灘蕊
患
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fig.23バーミアーン38m大仏頭部と天井壁画
1962年8月小谷撮影
います。マスクは髭にみられたこともありましたが，火を汚さないようにゾロ
アストラ教徒が口を覆うパダー ムpadamです(BMarshak2001:244)。
fi9.24Z.Tarzi教授の天上壁画の図解です(Tarzil977:plAl)。ではこの壁
画全体はどのように解釈できるでしょうか。太陽神の両側に描かれているのは
僧侶に導かれてブッダの礼拝にむかう俗人供養者の行列です。東側，行列の先
頭はササン朝ベルシア風の王冠をつける男性で，国王とおもわれます。そして
その家族8人があとにつづいています。西側にも3体のブッダ坐像をはさんで
王室の家族らしい8人の行列があります。私は王冠の形式からキダーラ・クシ
ヤン王朝の国王一族で,38m大仏造立の発願者であると考えております(AD
400年頃)｡そして太陽神は彼らの信仰するミスラMithraであり，礼拝像とし
てブッダと並列して描かせたのではないかとおもいます。多少時期的には遅い
ですが，最初に紹介したラニガト坐仏台座のブッダとナナ女神の並置と同じよ
うに考えます。玄葵三蔵はバーミアーンの人々について「上は三宝（仏法僧）
から下は百ﾈil'まで熱心に信仰している」と述べています。多少日本の現状と似
た神仏雑信であることを見抜いています。
鳥人について補足します。2003年に中国西安市で発見された中国在留ソグド
(〃）68
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fi9．24
人の史君墓石棺にみえる鳥人です（写真省略)。聖火の前に立ち，マスクをして
います。墓主が死んで葬られたのはAD_579年です。石棺外壁にはかれらの
死後の世界，とくに死者の魂が渡るチンワト橋が描かれており，世界の研究者
を驚かせました。
中国太原市で出土したソグド人虞弘の石棺です（写真省|II各)。正面台座に一対
の烏人が聖火を挟んで描かれています。マスクもはっきり見えます。これは現
在日本で展覧中です（｢中国一美の十字路展」2005:No137)
日本，滋賀県にあるMihoMuSeumの所蔵品で，ソグド人の石棺の一部，
ライオンに乗るナナ女神が描かれています（写真省略)。ナナ女神はソグド社会
においても長く崇拝されました。
結論に移りたいと思います。ガンダーラ美術やバーミアーンの壁画において
一見して仏教とは無関係な神々の像がブッダと並べて登場しました。数の上で
は少ないので無視してよいかもしれませんが，そのような礼拝図を注文した人
〆庁/イ勺､
、／l』色1
にとっては，それなりの意味を持っていたと思われます。日本人の神仏かね合
わせた信仰は，長い伝統があってひとつの習俗のようになっています。しかし
外国人から見ればこの混在型信仰は不思議な現象であるかもしれません。ガン
ダーラにおいても二種の信仰，つまりクシャン人固有のゾロアスター教的な信
仰と仏教信仰が並存し，またそのほかに土着ヒンドゥー教的なものも信仰され
ていた可能性があります。したがってこれらの間に折り合いをつけることが考
えられ，努力もされたかもしれません。よく引き合いに出される死者の魂が渡
るという「三途の川」と「チンワト橋｣，死者にもたせる「六道銭」と「死者
の口に貨幣を含ませる習俗｣，「孟蘭盆会」とゾロアスター教徒の万霊節
(Fravarsigan)などの類似現象があり，仏教側がゾロアスター 教徒の習俗を取
り込んだと考えられます。
最近私が気づいたことで，これまで指摘されなかった事柄を付け加えたいと
思います。仏教経典に「仏国土が平坦」と述べられる点です。土地の平坦さが
極楽，天国のすばらしさの形容句であるとしても，改めてなぜかと問われると
困るでしょう。ゾロアスター教の経典によると，現在の3000年間はアフラ･マ
ズダ（オフルマズド）の率いる善の勢力がアンラ･マンユ（アフリマン）の率
いる悪の勢力と戦闘している最中であり，私たちも善の勢力に味方して悪と戦
っているという。やがて3000年の最後にはアンラ・マンユの悪の勢力が全滅し，
アフラ・マズダによる世界の復活(Frasgird)が訪れる。天国，地獄の死者す
べてがよみがえらされて，生者を含めて灼熱の溶岩によって浄化され，創造主
アフラ・マズダから新しい衣服（肉体）が与えられる。もはや老いも，苦しみ，
病気，悲しみ，怒り，空腹，欲望のない至福の神の国が実現する。
この復活のさまについて，パフラヴィー語で書かれた二種類のブンダヒシュ
ンが存在し，1）イラン版B""”〃鋤と2）インド版B""”"動には地形の変
貌がそれぞれ次のように叙述されます。
l)Thistoo,onesays:::Thisearthwillbecomeaplain,withOutheight
andwithoutbottom;andtherewillbenohill,,orsummit,nordale,nor
highland,norlowland",[Anklesarial956:293]
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2)This,too,itsays,thatthisearthbecomesaniceless,slopelessplain;
eventhemountain,whosesummitisthesupportoftheChinvar[Cinvat]
bridge,theykeepdown,anditwillnotexist[westl880:129]
高いlllや深い谷はアンラ・マンユの所造であり，悪の敗北とともに消滅する。
地獄も不要，善悪を審判したチンワト橋それを支えたハラー山頂も崩れ去る。
すべての土地は本来の平坦さを取り戻すのであるという。
一方，仏教の西晋・竺法護訳「弥勒下生経」（大正大蔵経は14,421a)は，こ
の世に弥勒仏が出現したときの様子を次のように記述します。
久遠の未来に弥勒が出現すると，・・…･その時人間世界の地形は東西南北千
万ヨージヤナに広がり，すべての山，河，石壁は悉く消滅し，四海の海水
は減ずること－万，その時，人間世界の地形は悉く平整となり，清明な鏡
面のようになる（将来久遠弥勒出現，.…･･爾時閻浮地東西南北千万由旬，
諸lll河石壁皆自消滅。四大海水各減一万。時閻浮地極為平整如鏡清明)。
ゾロアスター教の経典を読むことによって，ユートピア世界の平坦であるこ
とがはじめて理解できるように思います。その他，仏教経典に記される諸仏の
仏国士はみな平坦と書かれています。このようなゾロアスター的概念と仏教と
の習合は，西暦1，2世紀のクシャン王朝統治のガンダーラで推し進められた
のではないでしょうか。その結果がインド仏教の国際化であります。ギリシ
ア・ローマ様式の仏像の誕生であり，思想面ではイラン的要素の取り込みです。
それらが仏教東伝の推進力になりました。現存の初期の漢訳仏典にはそれらの
変容過程が含まれているのではないでしょうか。
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